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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、精神保健分野の開業保健師の実践活動に必要な要素を明らかにする
ことである。文献検討やフォーカスグループインタビューの結果から、起業準備、ビジネスマナー、営業の要素
が必要であると示唆された。これらの要素を反映させたオリジナルプログラムを構築し、実際に開業を目指す保
健師にこのプログラムを提供した。その結果、「起業を見越したキャリアの棚卸し」、「起業ノウハウの獲得と
イメージの醸成」、「事業創出の難しさ」、「事業主視点を活かしたキャリア再考」などを学ぶことができ、開
業保健師の実践活動に必要な要素の確認ができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to delineate the essential elements for the 
professional endeavors of independent health nurses within the mental health sector.The results of 
literature review and focus group interviews indicated that the elements of entrepreneurial 
preparation, business etiquette, and sales are indispensable.
We developed a novel program that incorporated these elements. We then offered this program to 
health nurses aspiring to start their own ventures.
The results indicated that the participants were able to gain insights in four crucial areas: 
conducting a self-assessment of their careers in anticipation of starting a business, acquiring 
entrepreneurial skills and building a professional image, grappling with challenges of establishing 
a business, and reevaluating their careers trajectories from the perspective of a business owner.
Thus, we were able to identify the essential components vital for the operational success of 
independent health nurses.

研究分野： 公衆衛生看護

キーワード： 開業保健師
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、精神保健分野の開業保健師の実践活動に必要な要素の一部を明らかにできたことである。また
その過程で、トライアルとして開業保健師の養成プログラムを実際に試行的に実施し、プログラムの評価を実施
することができた。開業保健師養成プログラムの受講者からもプログラム内容のフィードバックを得て、保健師
が開業する際の学びのプロセスの一部も明らかにすることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
保健師は、個人・集団・地域の健康管理、健康づくり、疾病予防を通じて、その対象の健康と

質の高い生活を支援する専門職である。看護関係統計資料によると、約 9 割の保健師が行政や
産業などの組織に所属しているが、組織に属さずに活動する開業保健師も少数、存在している。
開業保健師は、「精神保健の分野でも、行政では不可能なきめ細やかなサービスを展開すること
ができる開業保健師は、地域の課題を解決し、必要な社会資源を創出すことができる」と先行研
究として報告した 1）。 
日本の精神疾患の生涯罹患率は、諸外国と比較して高く、精神疾患は人々の健康に大きな影響

を与えている。行政保健師のメンタルヘルス支援だけでは、十分に支援が行き届いていない現状
があり、精神保健分野での開業保健師活動の重要性が高まっている。精神保健分野の開業保健師
の養成プログラムの開発が望まれているが、精神保健分野の開業保健師の実践活動に必要な要
素は、いまだ明らかにされていない。 
 
２．研究の目的 
開業保健師の取り組む精神保健分野の実践活動に必要な要素を明らかにすることを目的とし

た。また、精神保健分野の開業保健師の実践活動に必要な要素を明らかにすることで、開業保健
師の養成プログラムの開発にも役立つ成果が得られる可能性がある。 
 
３．研究の方法 
(1)要素の検討とプログラム案の作成 
精神保健や開業保健師、アントレプレナーシップ等の先行研究の文献調査と、国内の開業保健

師のグッドプラクティスの視察を参考に、複数の精神保健の専門家と開業保健師の実践家、研究
者で必要な要素を検討、抽出し、プログラム案を作成する。作成したプログラム案は、フォーカ
スグループインタビュー法を用いて、開業保健師とこれから起業しようとする保健師に信頼性・
妥当性を確認してもらう。 
(2)開業保健師養成プログラムを実施 
試行的に開業を希望する保健師に開業保健師養成プログラムを実施し、プログラム実施後に

インタビュー調査を実施する。調査の内容は、「プログラムに参加したきっかけ・動機」と「プ
ログラムからの学び」である。記述内容は、「プログラムに参加したきっかけ・動機、プログラ
ムからの学び」の視点で熟考し、コードを作成する。次に抽象度をあげ、サブカテゴリー、カテ
ゴリーを生成する。研究対象者には、コード・サブカテゴリー・カテゴリーを生成した段階で、
自分が話した内容の欠落がないか確認してもらう。 
倫理的配慮として、対象者には、研究の目的及び意義、プライバシー及び個人情報の取り扱い、

自由意志による参加であり拒否する権利を有すること、辞退しても不利益はないこと、研究への
参加に伴うリスク、研究結果の公表方法などを文書と口頭で説明し、研究同意書に自筆のサイン
を得た。 
 
４．研究成果 
(1) 精神保健分野の実践活動に必要な要素とプログラム案 
先行研究の文献調査からは、精神保健分野の実践活動に必要な要素として、「起業への思い」

「資金の流れ」「実際の事業の手続きの流れ」「営業のスキル」「基本的ビジネスマナー」が明ら
かになった。開業保健師のグッドプラクティス視察とインタビュー調査の結果、文献調査の詳細
な結果として、起業準備として「開業の事務手続き」「開業形態の選び方」「金融機関の活用」「活
動のための保険」、営業として「営業方法」「名刺交換」「プレゼンテーション」「SNS の活用」、ビ
ジネスマナーとして「社会人基礎力」「メイク」「笑顔」の項目が抽出された。 
これらを参考に、プログラムを作成した。プログラムは、6 か月間で合計 10 回（各 3 時間）

の講座（表 1）と、自主学習用の動画教材（表 2）を作成した。 
 
(2)開業保健師養成プログラムを実施 
母親のメンタルヘルス分野と働く世代のメンタルヘルスの分野で開業希望の保健師 2 名に対

して、2021 年 6 月～11 月に開業保健師養成プログラムを実施した。 
 その結果の学びを質的機能分類法を用いてまとめると、33 コードが抽出され、9サブカテゴリ
ーと 4 カテゴリーが生成された(表 3)。 
 以上のことから、精神保健分野の実践活動に必要な要素や開業保健師養成プログラムの内容
についても、今回の調査結果では、特に精神保健に焦点化した内容は抽出されなかった。おそら
く、活動の前提となる精神保健の知識や経験は十分に備えたうえで、開業に至っているためと考
えられる。開業保健師の養成プログラムとしては、どの分野でも有用な内容を網羅的に実施する
ことが重要である可能性が示唆された。 



 

 

表 1 精神保健分野の実践活動に必要な要素を 

踏まえた開業保健師養成プログラム 

 

内容
1回目 やりたいことを仕事にするには
2回目 事業計画
3回目 事業構想
4回目 事業化に向けてのインタビュー
5回目 事業計画発表
6回目 グループワーク＆個人メンタリング①
7回目 グループワーク＆個人メンタリング②
8回目 グループワーク＆個人メンタリング③
9回目 グループワーク＆個人メンタリング④
10回目 事業計画完成、最終発表

表 2 開業保健師養成プログラムの自主 

学習用の動画教材の内容 

 

起業準備 保健師の開業
開業形態（法人・個人のちがい）
開業準備
銀行の活用・融資
保険
共同経営・事務所

ビジネスマナー 好印象を与えるマナー
ビジネスメイク
社会人基礎力
笑顔レッスン

営業 基本的営業スキル
名刺交換
プレゼンテーション
SNSの活用

表 3 開業保健師養成プログラムに参加した学び 

 

カテゴリ サブカテゴリ コード

自分を見つめなおし続けることの重要性

保健師のアイデンティティーの再認識

保健師活動の原点回帰

行政と開業の活動の差異

従業員になるための教育への課題意識

経験への固執を認識

保健師としての活動の幅の狭さ

事業者の視点獲得の困難性

起業のノウハウ

必要な分析の学習

話し方

動画教材の活用

開業保健師の具体的な活動内容

起業に対する心持ち

宿題に取り組む楽しさ

サービス提供のイメージの不足

保健師の専門性を考慮しない事業化

やりたいことを言語化する難しさ

自分が取り組む意義を思考する困難性

自分の強みを見つける困難さ

成果を出せない苦しさ

事業づくりの苦しさ

期待に応えられない申し訳なさの実感

ギブバックできない辛さの実感

ノウハウの獲得だけの起業の困難さ

宿題の苦しさ

顧客の視点で考えることの習慣化

事業主としての責任を自覚

開業のリスクに対する認識

起業できずともよいという考え

起業を目指し続けることの大切さ

協力者の存在への安心感

開業保健師との新たな縁

事業主視点の獲得

いま起業しないという選択肢

新たな縁と安心感

起業を見越したキャリアの棚卸し

起業ノウハウの獲得とイメージの醸成

事業の創出の難しさ

事業主視点を生かしたキャリア再考

保健活動のキャリアの振り返り

自分の知識や経験の限界

具体的な起業の方法

開業の具体的イメージづくり

活動の意義を見出す難しさ

事業を創出する苦しさ
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